別表
	配分区分
	算定区分
	算定方法

	基本割
	窓口開設時間区分数値
	１グループ

窓口開設時間が３０時間未満の市町村　　　　　　　　８０


窓口開設時間が３０時間以上４０時間未満の市

	町村　　９０

	
	
	３グループ

窓口開設時間が４０時間以上５０時間未満の市町村　１００

	
	
	４グループ

窓口開設時間が５０時間以上の市町村　　　　　　　１１０

	
	
	窓口開設時間は、広報紙に年１回以上掲載及び市町村ホームページに見やすく掲載することにより住民へ周知している当該年度４月１日現在で常設している各種相談窓口のうち、１週間の日ごとでみた窓口別の最長時間を合計した、週あたりの延べ時間とし、同一相談を１日に２ヵ所以上の窓口で実施している場合は、それぞれの開設時間を合計した延べ時間で算定する。

	相談件数割
	相談対応加算数
	①アウトリーチ

１事案につき　　　　　　                     　　 ２０

	
	
	②ケース検討会議

１回につき　　　　　　　                     　　 １０

	
	
	③フォローアップ

１回につき　　　　　　                       　　 １０

	
	
	④寄り添い相談

１回につき　　　　　　　                     　 　１０

	
	
	⑤自宅等への出張相談

　１回につき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０

	
	
	市町村全体の相談対応加算数は、市町村全体の相談件数を上限とし、これを超える場合は市町村全体の相談対応加算数①から⑤までの構成比率により調整し、各市町村の相談対応加算数を算定する。

	
	換算件数
	当該市町村の相談件数を前年度１０月１日における当該市町村の推計人口で除して１００，０００を乗じて得た数とする。
ただし、市町村全体の換算件数の合計が市町村全体の相談件数の合計と一致するよう、各市町村の換算件数を補正する。

	創意工夫割
	取組み数値
	１　新たな専門相談窓口の開設

（平成２０年度以降設置分）

１窓口につき　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 １０

	
	
	２　相談の質を高めるための人材養成
１取組みにつき　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ５

ただし、５取組みを上限とする。

	
	
	３　専門家による相談体制の確保

　専門家１名につき　　　　　　　                 　　 ５

ただし、５名を上限とする。

	
	
	４　ケーススタディ等で取り上げた事案の評価

　１事案につき　　　　　　　　　　　  　　　　 　　 １０

ただし、３事案を上限とする。

	
	
	５　好事例のメニュー化

・次に掲げる好事例のメニューを当該年度に取組んだ場合　 

＜好事例のメニュー＞

1 受付窓口の集約・ワンストップサービス化

2 ＮＰＯ等とのネットワーク

3 出張相談会・イベント等での特別相談や講座等

4 相談情報のデータベース化

5 休日、時間外での相談対応

6 既存窓口の拡充、移設

⑦－１　潜在的相談ニーズの掘り起こし

　　　（広報紙への毎月掲載及び市町村ホームページにわかりやすく掲載）

⑦－２　潜在的相談ニーズの掘り起こし

　　　（市町村の実情に即した取組み）

⑧　複数市町村での広域連携

⑨　その他の創意工夫による取組み

【メニュー⑦－１以外】

１取組みにつき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５

　　※メニュー①から⑧までについては、それぞれ１取組みを上限とする。当該市町村で実施しているすべての分野で取組む場合は１０ポイントとするが、すべての分野で取組むことが、相談体制の充実・強化や住民の利便性の向上につながらない場合は、５ポイントとする。

【メニュー⑦－１】　　　　　　　　　　　　　　　　
１取組みにつき　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０


